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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
五

年
の
年
頭
に
当
た
り
、新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
行
動
制
限
も
解
除
さ

れ
、
漸
く
経
済
活
動
も
再
開
の
動
き
を
見
せ
始
め
ま
し

た
が
、
未
だ
コ
ロ
ナ
の
影
が
払
拭
で
き
ず
、
社
会
・
経

済
活
動
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
経
済
安
全

保
障
面
の
新
た
な
課
題
を
惹
起
し
、
ま
た
、
急
激
な
円

安
は
日
本
経
済
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
し
た
。

加
え
て
、
米
中
の
競
争
激
化
や
人
権
問
題
、
脱
炭
素
化

の
加
速
な
ど
、
国
際
政
治
経
済
情
勢
や
地
球
環
境
問
題

等
、世
界
は
多
く
の
難
し
い
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
、
染
色
業
界
と
し
て
は
、
皆
様
方
と
共
に
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
、
着
実
に
前
進
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

染
色
業
界
を
巡
る
状
況

染
色
業
界
を
巡
る
状
況

　

染
色
・
整
理
加
工
業
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
、
国
内
メ
ー

カ
ー
の
海
外
移
転
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
追
い
上
げ
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
を
背
景
に
、
長
期
間
に
亘
り
下
降
・

停
滞
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
織
物
・
ニ
ッ
ト
生
地
の
染
色
整
理
加
工
状
況

を
金
額
ベ
ー
ス
で
見
る
と
、
２
０
１
６
年
〜
2
０
年
で

は
、
16
年
〜
19
年
が
対
前
年
比
で
98
〜
99
％
台
と
か
ろ

う
じ
て
横
ば
い
、
20
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
よ
り
81
・
２
％
と
大
き
く
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
21

年
に
は
漸
く
対
前
年
比
で
１
０
５
・
２
％
と
プ
ラ
ス
に

転
じ
ま
し
た
。
22
年
に
入
っ
て
か
ら
も
１
０
５
％
前
後

で
推
移
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
依
然
と
し
て
コ
ロ

ナ
前
の
水
準
ま
で
回
復
す
る
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
端
を
発
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

は
、
電
気
、
ガ
ス
価
格
な
ど
の
か
つ
て
な
い
高
騰
や
染
料
、

薬
品
、
樹
脂
な
ど
の
大
幅
な
値
上
が
り
を
招
き
、
も
は

や
個
々
の
企
業
努
力
で
は
立
ち
行
か
な
い
状
況
に
な
っ

て
お
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
取
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。

　

更
に
、
従
業
員
の
高
齢
化
に
加
え
人
材
確
保
難
、
働

き
方
改
革
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
重
な
り
、
極
め
て
厳
し

い
事
業
運
営
を
強
い
ら
れ
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
時
代
へ
の
適
応

新
た
な
時
代
へ
の
適
応

　
政
府
は
６
月
に
閣
議
決
定
し
た「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
2
0
2
2
」に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
回
復
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
下
で
の
マ
ク
ロ
経
済
運

営
と
し
て
、
第
１
段
階
で
は
国
民
生
活
や
経
済
へ
の
更

な
る
打
撃
を
抑
制
し
、
第
２
段
階
で
は
新
し
い
資
本
主

義
に
向
け
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
実
行
を
掲
げ
、
重

点
投
資
分
野
と
し
て
、
人
へ
の
投
資
と
分
配
、
化
学
技

術・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
投
資
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ（
新

規
創
業
）へ
の
投
資
、
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン（
G
X
）へ
の
投
資
、デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン（
D
X
）へ
の
投
資
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
人
へ
の
投
資
と
分
配
で
は
、
適
切
な
価

格
転
嫁
が
行
わ
れ
る
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
経
済
産
業
省
に
お
い
て
は
、
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
日
本
の
繊
維
産
業
に
つ
い
て
、

「
２
０
３
０
年
に
向
け
た
繊
維
産
業
の
展
望（
繊
維
ビ

ジ
ョ
ン
）」及
び「
繊
維
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
取
り
ま

と
め
、
産
業
と
し
て
進
む
べ
き
方
向
性
や
今
後
の
政
策

を
示
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
繊
維
産
業
連
盟
に
お
い
て
は
、「
２
０
３
０
年

に
あ
る
べ
き
繊
維
業
界
へ
の
提
言
」を
基
本
方
針
と
し

て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
取
引
適
正
化
に
向
け

た「
繊
維
産
業
自
主
行
動
計
画
」に
つ
い
て
、
下
請
中
小

企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
た
振
興
基
準
の
改
正
を
踏
ま

え
、
自
主
行
動
計
画
の
改
訂
を
行
う
と
と
も
に
、
昨
今

の
世
界
的
な
人
権
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
と

し
て
、繊
維
版
の「
責
任
あ
る
企
業
行
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
そ
の
実
行
に
向
け
た
取
り

組
み
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

我
々
も
、
時
代
の
転
換
点
、
難
局
に
直
面
し
、
デ
ジ

一般社団法人 日本染色協会
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タ
ル
化
へ
の
対
応
や
一
層
の
適
正
取
引
の
推
進
、
コ
ス

ト
負
担
の
適
正
化
、
加
工
料
金
や
取
引
条
件
の
改
善
等
、

ま
た
同
時
に
、
コ
ス
ト
削
減
、
高
品
質
・
高
付
加
価
値

製
品
開
発
、
非
衣
料
分
野
開
拓
、
企
業
間
連
携
、
内
外

の
市
場
開
拓
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
活
用
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

へ
の
対
応
な
ど
、
時
代
の
変
化
と
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
不

断
の
挑
戦
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

環
境
環
境
･･
安
全
問
題
へ
の
対
応

安
全
問
題
へ
の
対
応

　

環
境
・
安
全
問
題
の
対
応
は
、「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
」

や「
S
D
G
ｓ
」へ
の
対
応
に
繋
が
り
ま
す
。
我
々
は
予

て
よ
り
環
境
・
安
全
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
法

令
基
準
を
遵
守
し
て
参
り
ま
し
た
。
一
方
、
海
外
に
お

い
て
も
環
境
対
策
の
要
求
レ
ベ
ル
が
高
ま
り
、
膜
を
用

い
た
廃
水
処
理
技
術
の
導
入
に
よ
り
更
に
レ
ベ
ル
の
高

い
処
理
が
行
わ
れ
る
例
も
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
無
く
、
新
た
な
技
術
の
導

入
も
踏
ま
え
た
、
よ
り
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
で
環
境
・
安

全
に
配
慮
し
た
も
の
作
り
の
推
進
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
「
繊
維
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」に
例
示
さ
れ
た
個
別

技
術
に
、
超
臨
界
二
酸
化
炭
素
処
理
技
術
が
あ
り
ま
す
。

本
技
術
は
水
の
使
用
量
を
大
幅
に
削
減
す
る
取
組
と
し

て
注
目
さ
れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
各
国
で
も
検
討
が
進
め

ら
れ
、
一
部
実
用
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
他
国
に
遅

れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
、
当
協
会
も
積
極
的
に
支
援
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
本
取
組
は
N
E
D
O
の
補
助
金
を

活
用
し
た
産
学
官
の
取
組
と
し
て
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

な
り
ま
す
。
今
後
の
技
術
開
発
に
お
い
て
、
産
学
官
の

連
携
は
非
常
に
重
要
な
取
組
と
捉
え
て
お
り
、
超
臨
界

二
酸
化
炭
素
処
理
技
術
の
取
組
を
参
考
に
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
節
水
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
環
境
対
応
等
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
技
術
開
発
に
力
を
入
れ
て

ゆ
く
所
存
で
す
。
同
時
に
企
業
間
連
携
も
重
要
と
位
置

付
け
、
技
術
・
環
境
対
策
委
員
会
を
中
心
に
、
会
員
企

業
で
協
力
し
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
る
と
共
に
、
そ
の

先
の
新
し
い
染
色
整
理
加
工
を
目
指
し
、
新
し
い
技
術

の
確
立
に
尽
力
致
し
ま
す
。

　

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
観
点
か
ら
、
リ
サ
イ

ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
繊
維
製

品
或
い
は
繊
維
廃
材
の
再
利
用
・
有
効
利
用
が
広
が
り

を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
当
協
会
も
染
色
整
理
の
加
工
技

術
を
活
用
し
未
利
用
或
い
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る
資
源
の

商
品
化
、
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
バ
イ
オ
P
E
T
等
を
用
い
た

布
帛
へ
の
差
別
化
加
工
、
工
場
で
発
生
す
る
繊
維
廃
材

の
有
効
利
用
等
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
も
重
要
な
課
題
と
位
置
付

け
て
お
り
ま
す
。
政
府
の
掲
げ
る「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
2
0
5
0
宣
言
」の
目
標
は
、
2
0
3
0
年
度
に

全
体
で
2
0
1
3
年
度
比
46
％
削
減
と
し
て
お
り
ま
す
。

同
時
に
部
門
別
の
削
減
目
標
も
提
示
し
て
お
り
、
産
業

部
門
は
38
％
の
削
減
と
し
て
お
り
ま
す
。
当
協
会
は
達

成
可
能
な
目
標
と
し
て
2
0
3
0
年
度
ま
で
に
38
％
の

削
減
を
掲
げ
、「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
行
動
計
画
」

に
参
画
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ

ト
や
Ｊ
-ク
レ
ジ
ッ
ト
に
頼
ら
ず
、
自
助
努
力
で
達
成
で

き
る
目
標
と
し
て
設
定
致
し
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
度

の
報
告
に
お
い
て
2
0
1
3
年
度
比
で
32
％
の
削
減
が

で
き
ま
し
た
。
2
0
3
0
年
度
ま
で
に
は
、
生
産
数
量

の
回
復
に
よ
る
増
加
要
因
と
、
削
減
努
力
に
よ
る
削
減

要
因
を
勘
案
し
、
毎
年
１
％
の
上
乗
せ
が
で
き
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
2
0
3
0
年
度
の
削
減

は
38
％
を
上
回
り
40
％
強
に
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
当
協
会
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
た
川
上
・
川

下
と
の
連
携
を
と
り
つ
つ
、
さ
ら
に
国
や
関
係
諸
団
体

と
の
情
報
交
換
も
密
に
し
て
、
今
後
と
も
繊
維
製
品
の

環
境
･
安
全
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

最
後
に

最
後
に

　

染
色
整
理
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
繊
維
産
業
は
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
染
色
整
理
業
は
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
で
最
も
付
加
価
値
を
創
造
す
る

キ
ー
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
で
す
。
従
来
か
ら
培
っ
て
き
た

当
業
界
の
伝
統
と
技
術
は
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
高
品
質
・

高
感
性
・
高
機
能
の
製
品
を
提
供
す
る
実
力
を
十
分
に

備
え
て
お
り
、
今
ま
で
も
幾
多
の
危
機
を
乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。
当
協
会
と
致
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
も

政
府
関
係
機
関
等
へ
の
意
見
・
要
望
、
委
員
会
活
動
や

広
報
・
普
及
事
業
、
情
報
発
信
等
を
中
心
に
事
業
を
遂

行
し
て
参
り
ま
す
。
皆
様
方
の
日
頃
の
ご
努
力
に
深
く

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
、

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

社
会
・
経
済
活
動
の
一
刻
も
早
い
復
活
と
染
色
整
理

業
に
と
っ
て
新
た
な
未
来
へ
の
門
出
の
年
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
五
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
健
康
面
や

生
活
面
な
ど
で
影
響
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
々
に
、
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
下
、
社
会
経
済
活
動
の

正
常
化
が
進
む
一
方
で
、
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰

や
円
安
の
影
響
等
に
よ
り
、
繊
維
産
業
の
皆
様
に
と
っ

て
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
経
済
産
業
省
と
し
て
は
、
令
和
四
年
度
第
二
次
補
正

予
算
等
に
よ
り
電
力
・
ガ
ス
料
金
の
急
激
な
値
上
げ
に

対
す
る
家
計
・
企
業
の
負
担
軽
減
や
省
エ
ネ
設
備
の
導

入
支
援
に
加
え
、
中
小
企
業
者
に
対
す
る
資
金
繰
り
、

事
業
再
構
築
や
生
産
性
向
上
に
向
け
た
支
援
、
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
の
導
入
に
向
け
た
I
T
環
境
の
整
備
支
援
な

ど
に
よ
り
繊
維
産
業
を
全
力
で
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
繊
維
産
業
は
、
私
達
の
日
々
の
暮
ら
し
の
質
を
よ
り

良
く
し
、
生
活
文
化
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

る
産
業
で
す
。
私
は
昨
年
７
月
に
生
活
製
品
課
長
へ
着

任
し
て
以
降
、
多
く
の
繊
維
産
地
を
訪
問
し
、
現
場
で

奮
闘
さ
れ
て
い
る
方
々
と
意
見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
現
場
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
国
内

の
繊
維
企
業
の
高
い
技
術
力
や
繊
細
さ
、
そ
し
て
ク
ラ

フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ
に
大
変
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
繊
維

産
業
を
世
界
的
な
視
点
で
見
れ
ば
、
そ
の
需
要
は
む
し

ろ
増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
市
場
を
着
実
に
捉

え
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
産
地
が„
世
界
の
産
地
“と
し

て
発
展
す
る
潜
在
的
な
力
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
繊
維
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
し
く
変
化
し
て
い

る
中
で
、
国
内
の
繊
維
企
業
が
世
界
で
勝
ち
残
っ
て
い

く
た
め
に
は
解
決
す
べ
き
課
題
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

経
済
産
業
省
で
は
、
今
後
、
以
下
の
繊
維
産
業
政
策
を

産
学
官
の
力
を
結
集
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
一
に
、
Ｓ
Ｘ（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・

第
一
に
、
Ｓ
Ｘ（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）で
す
。

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）で
す
。

　
欧
州
を
は
じ
め
、
国
際
社
会
に
お
い
て
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
企
業
に
よ
る
環
境
配

慮
や
人
権
尊
重
に
向
け
た
取
組
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。環
境
配
慮
に
つ
い
て
は
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
衣
料
品
の
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
年
よ
り
、
新

た
に
繊
維
製
品
の
資
源
循
環
利
用
に
関
す
る
検
討
会
を

立
ち
上
げ
、
繊
維
の
回
収
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
繊
維
を
活

用
し
た
製
品
の
販
売
に
お
け
る
技
術
的
・
制
度
的
課
題

を
検
討
し
、
繊
維
業
界
に
お
け
る
循
環
型
経
済
の
確
立

を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
人
権
尊
重
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
は
、
昨

年
７
月
、
国
際
労
働
機
関（
I
L
O
）に
よ
る
御
協
力

の
下
、
日
本
繊
維
産
業
連
盟
に
お
い
て
、「
繊
維
産
業

に
お
け
る
責
任
あ
る
企
業
行
動
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」が
公

表
さ
れ
ま
し
た
。
労
働
者
の
人
権
に
関
し
自
社
で
確
認

す
べ
き
事
項
と
対
応
策
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
し
て
例

示
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
繊
維
産
業
で
は
、
多
く
の
外

国
人
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
労
働
関
係
法
規
な
ど
の
違
反
事
例
が
依
然
と
し
て

報
告
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
皆
様
に
て
自
社
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
問
題
が
な
い
か
、
今
一
度
点
検
を
し

て
い
た
だ
き
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
法
令
遵

守
の
取
組
が
一
層
進
む
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

第
二
に
、
技
術
開
発
の
推
進
で
す
。

第
二
に
、
技
術
開
発
の
推
進
で
す
。

　

繊
維
技
術
を
通
じ
て
多
様
な
製
品
を
開
発
し
、
よ

り
付
加
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
加
え
て
、
衣
料

品
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
よ
り
自
然
環
境
に
負
荷
を
か
け

経済産業省製造産業局
生活製品課長　田上 博道
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な
い
も
の
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
技
術
開
発
が
不

可
欠
で
す
。
昨
年
５
月
に
は
、
未
来
の
産
業
に
つ
な
が

る
繊
維
技
術
の
創
出
、
繊
維
産
業
の
国
際
的
な
競
争
力

維
持
の
観
点
か
ら
、
2
0
3
0
年
の
将
来
像
を
展
望
し
、

2
0
4
0
年
ま
で
見
据
え
た
技
術
開
発
の
方
向
性
を
示

す「
繊
維
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
バ
イ
オ
繊
維
の
普
及
、
繊
維
t
o
繊
維
リ
サ

イ
ク
ル
技
術
の
実
用
化
、
無
水
型
染
色
加
工
技
術
の
実

用
化
等
に
向
け
て
、
補
正
予
算
等
を
活
用
し
つ
つ
産
学

官
で
連
携
し
な
が
ら
、
技
術
開
発
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。第

三
は
、
取
引
適
正
化
で
す
。

第
三
は
、
取
引
適
正
化
で
す
。

　
昨
年
８
月
に
は「
繊
維
産
業
の
適
正
取
引
の
推
進
と

生
産
性
・
付
加
価
値
向
上
に
向
け
た
自
主
行
動
計
画
」

が
改
訂
さ
れ
、
新
た
に
、
価
格
交
渉
・
価
格
転
嫁
に
対

す
る
取
組
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の
促
進
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
業
界
の
長
年
の
課
題
で
あ
る
取

引
適
正
化
に
つ
い
て
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

の
共
存
共
栄
関
係
の
構
築
を
目
指
し
、
皆
様
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
四
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
で
す
。

第
四
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

在
庫
管
理
や
Ｄ
ｔ
ｏ
Ｃ（D

irect
to
C
onsum

er

）に

取
り
組
む
企
業
が
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ

ン
消
費
の
増
加
、
生
活
者
の
行
動
変
容
や
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
も
あ

り
ま
す
が
、
新
し
い
事
業
展
開
を
可
能
に
す
る
大
き
な

可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
個
社
や
地
域
全
体
で
の
Ｄ

Ｘ
推
進
の
た
め
、
I
T
導
入
補
助
金
や
地
域
デ
ジ
タ
ル

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
事
業
等
を
活
用
い
た
だ
け
る
他
、

Ｄ
ｔ
ｏ
Ｃ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
転
換
を
支
援
す
る

た
め
、
事
業
再
構
築
補
助
金
の
支
援
策
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
と
も
御
活
用
く
だ
さ
い
。

第
五
に
、
海
外
市
場
へ
の

第
五
に
、
海
外
市
場
へ
の

 

積
極
的
な
参
入
で
す
。

積
極
的
な
参
入
で
す
。

　
政
府
と
し
て
は
、
日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）

や
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構（
中
小
機
構
）な
ど
の
支

援
機
関
と
連
携
し
、
海
外
展
開
を
図
る
中
堅
・
中
小
企

業
な
ど
に
対
し
て
、
事
業
計
画
の
策
定
か
ら
販
路
開
拓

に
至
る
ま
で
の
総
合
的
な
支
援
を
提
供
す
る「
新
輸
出

大
国
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を
形
成
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
皆
様
に
対
し
情
報
提
供
や
活
用
可
能
な
ツ
ー
ル
の
紹

介
を
行
う
と
と
も
に
、
通
商
交
渉
・
二
国
間
協
力
等
を

通
じ
た
環
境
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
む
な
ど
、
海
外

市
場
開
拓
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
経
済
産
業
省
と
し
て
は
、
繊
維
産
業
の
皆
様
と
密
に

意
見
交
換
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う

な
様
々
な
施
策
を
総
動
員
し
、
創
意
工
夫
を
も
っ
て
前

向
き
か
つ
意
欲
的
に
取
り
組
む
事
業
者
の
皆
様
方
を
応

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
一
層
の
御
理
解
・
御
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
一
般
社
団
法
人
日
本
染
色
協
会
始
め
、
我

が
国
の
繊
維
産
業
が
大
き
な
変
革
の
時
代
を
乗
り
越
え
、

飛
躍
す
る
一
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
新
年
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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～令和４年12月２日に令和４年度第二次補正予算が成立いたしました～～令和４年12月２日に令和４年度第二次補正予算が成立いたしました～

経済産業省関係令和４年度補正予算のポイント経済産業省関係令和４年度補正予算のポイント
 令和４年12月 令和４年12月

補正予算にて実施する事業のうち、繊維事業者に関連の深い分野を、ピックアップしました補正予算にて実施する事業のうち、繊維事業者に関連の深い分野を、ピックアップしました

１．エネルギー価格高騰への対応と安定供給確保

Ⅰ 価格高騰対策
①電気・ガス価格激変緩和対策事業 【３兆1,074億円】
　 　ロシアによるウクライナ侵略等を背景としたＬNG等の燃料価格の高騰により、今後も電気・都市ガス

料金の上昇が見込まれる中で、小売事業者を通じた激変緩和措置により、家庭や価格転嫁の困難な企業に
おける電気・都市ガス料金の負担の軽減を図る。

②燃料油価格激変緩和対策事業 【３兆272億円】
　 　長引く原油価格の高騰が経済回復の足かせとなり、国民生活や経済活動に悪影響が生じるのを防ぐこと

を目的として、燃料油価格の激変緩和対策事業を実施することで、ガソリンなどの燃料油の卸価格抑制を
通じて、小売価格急騰の抑制を図る。

③小売価格低減に資する石油ガス配送合理化補助金 【138億円】
　 　遠隔検針等が可能なスマートメーターや配送車両等の導入、充てん所の自動化等に資する設備導入によ

り、ＬＰガス事業者のコスト低減及び経営体質の強化を図る。

④小売価格低減に資する石油ガス設備導入促進補助金 【16億円】
　 　ＬＰガスの小売価格低減に資するため、需要家側のＬＰガスタンクの大型化等による燃料備蓄を推進し、

需要家及びＬＰガス事業者のコスト低減を図る観点から、ＬＰガスタンク等の導入支援を行う。

Ⅱ 省エネルギー
①省エネルギー設備への更新を促進するための補助金 【500億円】　※国庫債務負担含め総額1,625億円

　 　省エネ性能の高い設備への更新に係る費用を補助することにより、エネルギー価格高騰に苦しむ中小企
業等の省エネ対策を促進。複数年の投資計画に切れ目なく対応できる新たな仕組みを創設し、まずは今後
３年間、集中的に支援を実施する。  

②中小企業等に向けた省エネルギー診断拡充事業 【20億円】
　 　工場・ビル等の省エネ診断の実施やそれを踏まえた運用改善等の提案に係る費用を補助することで、中

小企業等の省エネを強力に推進する。

Ⅲ その他
①需要家主導型太陽光発電及び再生可能エネルギー電源併設型蓄電池導入支援事業費補助金 【255億円】
　 　エネルギー危機に強い経済構造への転換を図るべく、ゼロエミッション電源を最大限に活用する観点か

ら、地域共生を前提に、需要家が小売電気事業者及び発電事業者と一体となって取り組む太陽光発電の導
入や再生可能エネルギー設備への蓄電池の併設の取組について支援を行う。

②再生可能エネルギー導入拡大に資する分散型エネルギーリソース導入支援事業【250億円】
　 　調整力の確保等に向けて、定置用蓄電池、水電解装置、ディマンドリスポンスに必要な制御システム等

の導入を支援することで、再生可能エネルギーの更なる導入拡大や電力需給の安定化を促す。
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中小企業庁関係令和４年度第２次補正予算等に関するご案内

２．継続的な賃上げを促進するための中小企業等の支援
①中小企業等事業再構築促進事業 【5,800億円】

②中小企業生産性革命推進事業 【2,000億円】　※国庫債務負担含め総額4,000億円

　 　新型コロナや物価高、インボイス制度等の事業環境変化への対応に加え、GX・DXなどの成長分野への
前向き投資や賃上げ、国内回帰や海外展開を促すため、中小企業・小規模事業者が行う事業再構築や生産
性向上の取組を切れ目なく支援する。

③資金繰り支援等 【2,981億円】　※財務省計上分212億円を含む。

　 　コロナ関連融資の借換えによる返済負担軽減に加え、新たな資金需要にも対応するための信用保証制度
を措置するとともに、セーフティネット貸付やスーパー低利融資により、新型コロナや物価高騰の影響を
受けた事業者等を支援する。また、認定支援機関による経営改善計画の策定等の支援や、創業時の経営者
保証を徴求しない信用保証制度の創設、中小機構の出資機能の強化を図る。

④事業環境変化への対応支援等 【409億円】
　 　中小企業・小規模事業者のインボイス、省エネ等の経営課題に対応するための相談体制・専門家派遣の

強化、地域企業等のDX投資を加速するため、支援機関の体制整備等を行うとともに、中小企業活性化協議
会及び事業承継・引継ぎ支援センターの体制整備を行う。また、価格交渉促進月間や下請Gメンの増強（300
名体制）による価格転嫁対策の更なる強化や、輸出の初期段階からのプッシュ型のハンズオン支援や商店
街が実施するインバウンド獲得等のための取組支援を行う。

●事業再構築補助金（事業の再構築に取り組む皆様へ）
　（お問い合わせ先）事業再構築補助金コールセンター
〈ナビダイヤル〉0570-012-088　〈IP電話用〉03-4216-4080

　https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/r4/r4_jigyo_saikoutiku.pdf
●生産性革命推進事業（生産性向上に取り組む皆様へ）
　https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/2021/1224/003_seisansei.pdf

▶ ものづくり補助金（新製品・サービスの開発や生産プロセス改善等を支援）
　　（お問い合わせ先）ものづくり補助金事務局サポートセンター 050-8880-4053
　　https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/r4/r4_mono.pdf

▶ 持続化補助金（「小規模事業者持続化補助金」が拡充されます）
　　（お問い合わせ先）  商工会地域の方　※所在地によって異なるため右のQRコード®よりご参照下さい

商工会議所地域の方のお問い合わせはこちら（03-6632-1502）
　　https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/r4/r4_jizoku.pdf

▶ IT導入補助金（IT導入・DXによる生産性向上を支援）
　　（お問い合わせ先）サービス等生産性向上IT導入支援事業コールセンター 0570-666-424
　　https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/r4/r4_it.pdf

▶ 事業承継・引継ぎ補助金
　　（お問い合わせ先）中小企業庁事業環境部財務課03-3501-5803
　　https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/r4/r4_shoukei.pdf
●資金繰り支援（資金繰りにお悩みの皆様へ）
（お問い合わせ先）中小企業庁金融課 03-3501-2876

　https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/r4/r4_shikinguri.pdf
●インボイス制度の対応に取り組むみなさまへ
　（お問い合わせ先）  商工会地域の方　※所在地によって異なるため右のQRコード®よりご参照下さい

商工会議所地域の方のお問い合わせはこちら（03-6632-1502）
　https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/r4/r4_invoice.pdf
●大胆な賃上げに取り組むみなさまへ（各種賃上げ支援制度のご案内）
　https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/yosan/r4/r4_chinage.pdf

商工会地域
お問い合わせ先

商工会地域
お問い合わせ先
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＜令和４年度第２次補正予算等＞（令和４年12月時点版）

インボイス制度への対応に取り組む皆様へ
各種支援策のご案内
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（注） 2015（平成27）年に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除された品目があります。

項　目
織    　　　  物 ニット生地 織物・ニット生地合計

従業者数
数　量　（百万㎡） 金　額 数　量 金　額 数　量 金　額

長繊維 短繊維 計 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （百万㎡） 前年比 （億円） 前年比 （人） 前年比
2012年 785 696 1,482 95.2 1,274 94.1 419 97.3 493 99.5 1,901 95.6 1,767 95.6 10,848 95.5 
2013年 775 652 1,427 96.3 1,232 96.7 409 97.5 469 95.1 1,835 96.6 1,701 96.3 10,570 97.4 
2014年 785 638 1,424 99.8 1,267 102.8 412 100.7 476 101.4 1,835 100.0 1,743 102.4 10,262 97.1 
2015年 768 653 1,421 （99.9） 1,268 100.1 403 97.8 465 97.8 1,824 （99.4） 1,733 99.5 10,162 99.0 
2016年 767 648 1,416 99.6 1,251 98.6 401 99.7 460 98.8 1,817 99.6 1,710 98.7 10,321 101.6 
2017年 778 643 1,421 100.4 1,242 99.3 400 99.8 448 97.5 1,821 100.2 1,690 98.8 10,076 97.6 
2018年 774 628 1,402 98.7 1,233 99.3 411 102.6 455 101.5 1,813 99.6 1,688 99.9 10,196 101.2 
2019年 756 605 1,361 97.0 1,217 98.7 402 97.7 442 97.0 1,763 97.2 1,659 98.3 9,985 97.9 
2020年 601 567 1,167 85.8 977 80.2 347 86.5 370 83.7 1,514 85.9 1,346 81.2 9,703 97.2 
2021年 619 557 1,176 100.8 1,019 104.3 379 109.1 397 107.5 1,555 102.7 1,416 105.2 9,513 98.0 

2021年1-3月 148 139 287 89.4 241 86.8 89 93.3 94 90.3 376 90.3 335 87.8 9,568 96.5 
2022年1-3月 152 136 288 100.3 257 106.7 92 103.1 95 101.4 380 101.0 352 105.2 9,339 97.6 
2021年4-6月 156 137 293 100.5 254 106.5 96 116.8 102 119.3 389 104.1 356 109.9 9,541 96.1 
2022年4-6月 152 138 289 98.7 268 105.5 94 98.4 102 99.8 383 98.6 370 103.9 9,377 98.3 
2021年7-9月 155 138 293 113.4 253 119.7 95 119.8 99 119.9 388 114.9 351 119.7 9,633 98.7 
2022年7-9月 149 137 286 97.8 271 107.3 98 103.4 106 107.7 384 99.1 377 107.4 9,217 95.7 
2021年10月 53 48 101 99.8 90 106.5 33 110.1 34 105.6 134 102.2 124 106.3 9,582 97.8 
2022年10月 51 49 100 98.7 95 106.3 34 104.2 38 109.4 134 100.1 133 107.2 9,181 95.8 
2021年1-10月 513 462 974 100.2 837 103.2 313 109.1 329 108.1 1,287 102.2 1,166 104.5 - -
2022年1-10月 504 460 964 98.9 891 106.5 319 101.9 341 103.6 1,282 99.6 1,232 105.7 - -
（従業者数は３月・６月・９月・10月末）

（注）  2021（令和３）年以前の数値は、経済産業省 生産動態統計年報 繊維・生活用品統計編による確定値、2022（令和４）年の数値は、
生産動態統計月報の累計です。

 2015（平成27）年１月に経済産業省 生産動態統計調査が改正され、削除、統合された品目があります。
 2015（平成27）年 削除：織物の「麻織物」、毛布の「毛布」及び「加工金額」
   加工数量の前年比の（　）内の数値は、2015（平成27）年改正に対応するため、2014（平成26）年の数値

から削除された「麻織物」を差し引いた数値と比較して算出した比率です。
 四捨五入により下一桁に誤差の生じる場合があります。
 比率は数量千㎡、金額千円単位での計算値。
※ 2021（令和３）年経済産業省 生産動態統計年報が公表されましたので、2021（令和３）年の数値を、月報の数値より年報による確定値に変更いた
しました。（2022.6.27）

前年比：%

染色整理加工実績推移 （数量・金額・従業者数）

長・短織物及びニット生地加工数量 織物及びニット生地加工金額
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ニッセンケンだより 持続可能な
産業の実現へ

【OEKO-TEX®（エコテックス®）に関するお問い合わせ先】
　一般財団法人ニッセンケン品質評価センター　ライフ アンド ヘルス事業本部　エコテックス®事業所
　〒124-0012 東京都葛飾区立石4-2-8
　Tel：03-5875-6055 ／ E-mail：oeko-tex@nissenken.or.jp

ニッセンケン エコテックス®
公式ウェブサイト

〒111-0051 東京都台東区蔵前2-16-11　TEL：03-5830-6030　E-mail：pr-contact@nissenken.or.jp
（本部）一般財団法人ニッセンケン品質評価センター

　1992年の設立以来、繊維・皮革産業における透明性の確保を科学的な原則に基づき推進し、消費者と企
業が責任ある意思決定を行えるようサポートしてきたOEKO-TEX®（エコテックス®）。昨年30周年を迎えた
のを機に、より安全な繊維・皮革産業の実現及びその先のお客様との信頼関係の構築強化に貢献すべく、ブ
ランドイメージを刷新しました。

　新しいロゴは、OEKO-TEX®の信念となる「科学に基づく信頼性、持続可能性、透明性」を基軸に、葉や雫、
織物のループなど自然の構造を思わせる幾何学的な四角形と有機的な円形をベースにした大胆かつシンプル
なデザインになっています。またブランドカラーも、OEKO-TEX®グリーンにブラック、ホワイトの３色に
絞ることで、ブランドの目指す姿をより力強く表現しています。
　認証取得企業様はOEKO-TEX®国際共同体ホームページ内に設置された「my OEKO-TEX®」にて、より柔
軟なラベルエディター機能を活用したラベルのダウンロードがスムーズに行えます。さらにレイアウトやカ
ラーバリエーションの充実により、記載情報のカスタマイズ性も向上しました。なお、旧ブランドビジュア
ル等の使用期限は2024年12月までとなります。
　ニッセンケンは、今回のOEKO-TEX®リニューアルを新たなステージへの一歩と捉え、認証取得企業様と
共に「サステナブルな未来の実現」に一層貢献してまいります。
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お 知 ら せお 知 ら せ

　この度、有害物質を含有する家庭用品規制に関する法律（以下、「家庭用品規制法」といいます。）に関す
るHPに、2021年度の試買品検査結果が公表されました。（平成28年度からは、「特定芳香族アミンを生成
するアゾ染料」も規制の対象となっています。）
アゾ化合物については、試買検査257件のうち、違反件数は０件でした。その他の有害物質はホルムア

ルデヒドで３件の違反がありました。
　なお、2021年度の試買件数は総計6,949件で、規制有害物質が検出された違反件数は３件（0.04%）で
した。家庭用品別で見ると違反件数３件は、下着２件と手袋１件となっております。
　詳細については、下記の家庭用品規制法に関するHP「都道府県･政令市等･特別区の家庭用品安全対策
事業」をご覧下さい。

https://www.nihs.go.jp/mhlw/chemical/katei/jichitai.html

家庭用品規制法に基づく2021年度試買品検査結果について

　2022年、カタールで開催されたサッカーワールドカッ
プはアルゼンチンが36年ぶり３度目の優勝で幕を閉じた。
予選ではアジア勢が優勝経験国の強豪に勝利、しかも多
くは逆転勝利と多くのサッカーファン・関係者・選手を
驚かせた。アフリカ勢のモロッコの躍進も見逃せない。
日本もドイツ・スペインに逆転勝ちし、Ｗ杯そして日本
を大いに盛り上げた。また冬季五輪では、日本選手団が
冬季歴代最多の18個のメダル を獲得してこちらも大いに
盛り上がった。
　2022年の「今年の漢字®」は『戦』という。『戦』は2001年
の「今年の漢字®」にも選ばれているが、このときは米国
同時多発テロ事件で世界情勢が一変して、対テロ戦争、
炭そ菌との戦い、世界的な不況との戦いなど、ネガティ
ブ一色の『戦』であった。今回は、ロシアのウクライナ侵
攻が大きいとは言え、先に述べたスポーツイベントの熱
戦や野球選手に代表される記録への挑戦からきた良い意
味での『戦』と捉えたい。「今年の漢字®」は投票によって
決められ、以下２位『安』：円安、安倍元首相襲撃事件、
北朝鮮のミサイル発射及び知床観光船事故など、安全・
安心が脅かされ、不安。３位『楽』：コロナによる行動制
限が緩和され楽しいことが増えた。４位『高』：燃料費材
料費の高騰、物価高。５位『争』：ロシアとウクライナの
戦争、北朝鮮のミサイル発射、安倍元首相の国葬につい
ての議論など、国や国民の間での争い。と続き、『楽』以
外はネガティブな意味合いが強い。
　2023年は、『戦』『争』やコロナとの『戦』いが終息に向か
い、円『安』や原燃料の『高』騰も落ち着き、スポーツの熱

『戦』や選手の挑『戦』そしてイベントやレジャーを、『安』
心して『楽』しめる一年としたい。
　どうか皆様のご意見、ご希望、ご感想何でも結構です
ので、是非お寄せ下さい。お待ちしております。
 （E-mail：gyoumu.osk@nissenkyo.or.jp）
 一般社団法人日本染色協会　編集部

編集後記 主 要 行 事 2022年11月･12月

一般社団法人　日本染色協会
　第１回取引・情報委員会及び長繊維情報部会合同会議
 12月12日　於　Web会議
　第３回技術･環境対策委員会
 12月13日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋

日本経編整染工業組合
　第２回調査情報委員会
 11月22日　於　サカイオーベックス㈱大阪営業所

全国短繊維織物無地染工業組合
　第３回企画・情報委員会
 11月29日　於　コンファレンスプラザ大阪御堂筋

日本繊維産業連盟
　第144回通商問題委員会
 11月 ９日　於　Web会議
　幹事会
 11月17日　於　Web会議
　第60回繊維産業における環境・安全問題委員会WG
 11月29日　於　Web会議
　第２回常任委員会
 12月15日　於　野村コンファレンスプラザ日本橋

経済産業省
　パートナーシップ構築シンポジウム
 11月25日　於　オンライン

日本繊維機械学会
　テキスタイルカレッジ染色加工（実務と応用）講師
 11月18日　於　 ハイブリッド（大阪科学技術

センター及びオンライン）



-　13　-

染協ニュース　�2023年１‒２月号 Vol.340 
令和５年１月17日発行

発行／一般社団法人 日本染色協会
　　　 JAPAN TEXTILE FINISHERS' ASSOCIATION.
　　　 URL http://www.nissenkyo.or.jp/

東京事務所 〒101-0047 東京都千代田区内神田一丁目15番２号
  神田オーシャンビル２階
 TEL 03（5577）6876　　　　FAX 03（5577）6877

大阪事務所 〒541-0051 大阪市中央区備後町三丁目４番９号
  輸出繊維会館７階
 TEL 06（4963）2315　　　　FAX 06（4963）2319

無断転載厳禁



●用紙：琵琶湖の環境保全活動を支援する寄付金付びわ湖環境ペーパー
　　　 責任ある木質資源や再生資源を使用したFSC®認証用紙
●インキ：環境配慮型インキ（植物油インキ or ノンVOCインキ）
●印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷
●製造、廃棄に発生するCO₂をカーボンオフセット済
●CO₂排出量：906.7g/部

906.7


